
　年経るごとに夏が暑い。では、昔の夏
はましだったか。いやいや、今よりずっと
暑かった。思えば、冷房機というものが
身近にはなかったのです。陽が落ちて風
が凪いだ頃の、あのどうしようもない暑
さ。我ながらよく耐えたものでした。三条
から五条までぎっしりと並んでいる納涼
床は、夏の酷暑遺産という気がします。
　鴨川の本流に沿って狭い側副路が流れ

ていて、その水の中に納涼床の脚は涼し
く立っています。床下は暗く、水鳥たちも
来ています。どの座敷からも歓談の声が
漏れていますが、納涼床の人々の恰好は
意外にスマート。昔のヘトヘトの夕涼みで
なく、おしゃれ。そうだ、皆、冷房機のあ
る帳場や控室から、納涼床に出て来てい
るのだった。
　令和時代の納涼床を描きました。

2023年　夏　　
京都府保険医協会　役員・事務局一同

銷夏特集

望
郷
の
思
い

残暑お見舞い申し上げます

山
下
　
元
（
乙
訓
）

鴨
川
納
涼
床
絵
図

遠
藤
　
裕
（
北
）

　

豪
放
磊
落
な
李
白
、
沈
思
黙
考
な
杜
甫
の
故
郷
を
思
う
歌
が
『
漢
詩

1
0
0
篇
』
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。

頭こ
う
べ

を
低た

れ
て
故
郷
を
思
う
［
静せ

い

夜や

思し

］　
　
　

李
白

牀し
ょ
う
ぜ
ん前

月
光
を
看
る
、

疑う
た
が

う
ら
く
は
是こ

れ
地
上
の
霜
か
と
。

頭こ
う
べ

を
挙あ

げ
て
山
月
を
望
み
、

頭こ
う
べ

を
低た

れ
て
故
郷
を
思
う
。

﹇
訳
﹈　

寝
台
の
あ
た
り
に
月
の
光
が
差
し
込
ん
で
き
て
、

　
　
　

あ
ま
り
の
白
さ
に
霜
が
下
り
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　
　
　

頭
を
あ
げ
て
山
に
か
か
る
月
を
眺
め
て
い
る
と
、

　
　
　

故
郷
へ
の
思
い
が
募
っ
て
、
ひ
と
り
で
に
頭
が
た
れ
て
く
る
。

山
は
青
く
し
て
花
燃
え
ん
と
欲
す
［
絶
句
］　

杜
甫

江こ
う

は
碧

み
ど
り

に
し
て
鳥と

り

愈い
よ

い
よ
白
く
、

山
青
く
し
て
花は

な

然も

え
ん
と
欲
す
。

今
春
看み

す
み
す
又ま

た

過す

ぐ
、

何い
ず

れ
の
日
か
是こ

れ
帰き

年ね
ん

な
ら
ん
。

﹇
訳
﹈　

川
は
新
緑
に
映
え
、
鳥
の
白
さ
が
い
ち
だ
ん
と
際
立
つ
。

　
　
　

山
は
緑
一
色
で
、
花
は
燃
え
ん
ば
か
り
に
咲
い
て
い
る
。

　
　
　

今
年
の
春
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
行
く
。

　
　
　

い
っ
た
い
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
故
郷
に
帰
れ
る
の
か
。

2
人
の
思
い
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

守
屋
洋
著
『
日
本
語
力
が
つ
く
漢
詩
1
0
0
篇
』
角
川
マ
ガ
ジ
ン
ズ

水
彩　
75
㎝
×
55
㎝

2 0 2 3 年 (令和 5年) 8 月 2 5 日 第 3 1 5 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

京
都
を
知
ろ
う
医
史
編
（
2
・
3
面
）

会
員
投
稿

（
1
〜
4
面
）

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで



妻と２人の舞台鑑賞妻と２人の舞台鑑賞

宇田 憲司（宇治久世）
人形がロボロイドを演じる人形がロボロイドを演じる「ギア」を見てを見て

妻
を
誘
っ
て
２
回
目
の
観
賞

　
近
未
来
の
こ
と
、
我
ら
が
種

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
も
滅
亡
し

て
、
生
き
残
っ
た
4
台
の
人
間

型
ロ
ボ
ッ
ト「
ロ
ボ
ロ
イ
ド
」。

赤
ロ
ボ
ッ
ト
の
マ
イ
ム
、
黄
ロ

ボ
ッ
ト
の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
、

青
ロ
ボ
ッ
ト
の
マ
ジ
ッ
ク
、
緑

ロ
ボ
ッ
ト
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

が
、
毎
日
夜
明
け
前
、
無
言
の

内
に
起
き
上
が
り
、
半
端
壊
れ

た
玩
具
工
場
に
集
ま
っ
て
来

る
。
舞
台
は
2
階
建
て
で
、
赤

の
マ
イ
ム
が
パ
ン
ト
マ

イ
ム
で
2
階
の
ド
ア
に

押
し
入
り
、
肘
、
手
、

膝
、
足
と
ぎ
こ
ち
な
い

ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
に
見

せ
つ
つ
、
実
は
ス
ム
ー

ズ
な
関
節
の
動
き
で
、

大
変
に
美
し
い
。
2
階

の
電
源
ス
イ
ッ
チ
が
押

さ
れ
梃
子
が
引
か
れ

て
、
生
産
ラ
イ
ン
が
始

動
す
る
。
薄
暗
い
闇
か

と
見
紛
う
舞
台
の
中

の
だ
。「
立
て
直
し
」
や
「
起
爆
剤
」

の
意
味
で
使
わ
れ
る
「
カ
ン
フ
ル

に
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
よ
り
舞

台
装
置
・
工
場
の
構
造
が
浮
か

び
上
が
る
。
闇
に
沈
む
暗
黒
の

宇
宙
空
間
か
ら
光
に
輝
く
楽
園

世
界
が
現
れ
る
か
の
よ
う
で
、

そ
の
対
比
が
鮮
や
か
で
あ
る
。

　
次
に
黄
の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス

が
梯
子
段
を
降
り
れ
ば
、
1
階

中
央
に
歯
車
型
の
「
ギ
ア
」
が

あ
り
、
激
し
い
動
き
の
ダ
ン
ス

で
静
と
動
と
の
対
比
を
見
せ

る
。
セ
リ
フ
は
一
切
な
く
ボ

デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
で
、
青
の

マ
ジ
ッ
ク
は
、
そ
の
名
の
通
り

得
意
げ
に
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を

展
開
し
て
、
緑
の
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
は
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
芸
で
舞

い
踊
り
、
観
客
の
目
を
楽
し
ま

せ
、
物
語
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　
主
人
公
は
純
白
の
ド
レ
ス
を

身
に
纏
う
人
形
の
ド
ー
ル
で
、

生
産
ラ
イ
ン
か
ら
箱
入
り
で
舞

台
に
舞
い
落
ち
て
来
る
。
取
り

出
さ
れ
る
と
、
瞬
く
間
に
か
わ

い
い
女
形
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
変
身

し
て
ロ
ボ
ロ
イ
ド
を
演
じ
て
く

れ
る
。
労
働
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
は

ロ
ボ
ロ
イ
ド
を
分
析
・
認
識

し
、
触
れ
合
い
、
ま
さ
か
、
性

的
身
体
的
接
触
に
ま
で
至
れ
る

ラ
ブ
ド
ー
ル
で
は
な
か
ろ
う

が
、
遂
に
は
ど
ん
な
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
へ
の
大
団
円
を
呈
す
る

か
と
期
待
さ
せ
る
交
流
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ド
ー
ル
は
そ
の
内

トラウベ型聴診器

「鍾馗」の掛け軸

井
上
雅
史
医
師
（
自
画
像
）

　
古
い
も
の
を
二
つ
、
準
備
し
た
。

医
薬
系
信
仰
対
象
は
鍾
馗
さ
ん
か
神

農
さ
ん
が
昔
は
多
い
。
狩
野
祐
清
英

信
（
1
7
1
7
〜
1
7
6
3
年
）
に

よ
る
「
鍾
馗
」
の
掛
け
軸
（
絹
本
墨

画
淡
彩
）
を
示
す
。
獅
子
に
乗
る
鍾

馗
は
江
戸
時
代
中
後
期
の
狩
野
派
の

様
式
と
の
こ
と
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

の
流
行
時
に
は
、
病
魔
退
散
を
祈
念

し
て
、
つ
い
つ
い
床
の
間
に
掛
け
て

し
ま
っ
た
。

　
京
町
屋
の
屋
根
に
鍾
馗
さ
ん
の
像

を
時
々
見
か
け
る
。
向
か
い
の
鬼
瓦

が
追
い
払
っ
た
邪
気
を
、
鬼
よ
り
強

い
鍾
馗
さ
ん
が
打
ち
返
す
の
だ
そ
う

だ
。
災
い
の
種
の
ラ
リ
ー
は
避
け
る

べ
き
だ
。
屋
根
の
上
は
バ
イ
オ
リ
ン

弾
き
が
穏
当
で
あ
る
。

　
鍾
馗
さ
ん
は
衣
類
の
防
虫
剤
「
樟

脳
」
の
商
標
で
、
昭
和
中
期
の
世
代

は
樟
脳
の
匂
い
を
憶
え
て
い
る
。
セ

ル
ロ
イ
ド
な
ど
で
作
っ
た
小
舟
に
、

一
か
け
の
樟
脳
を
付
け
て
遊
ん
だ
も

鍾馗さんで病魔退散鍾馗さんで病魔退散
トラウベで思う着衣検診トラウベで思う着衣検診
　伏見区の醍醐寺の側にある医療法人井上医院。
院長の井上雅

まさ

史
ふみ

医師に、井上医院で大事に残され
てきたものについて紹介していただいた。

　
井
上
家
の
先
祖

は
、
清
水
坂
を
下

り
東
大
路
通
の

北
、
安
井
寄
り
の

松
原
で
、
代
々
灸

治
療
を
家
業
と
し

て
い
た
。「
中
道

（
ま
た
は
広
道
）

の
井
上
」
の
「
安

井
の
一
つ
灸
」

は
、
花
柳
病
（
梅

察
し
、
請
わ
れ
れ
ば
往
診
と
い
う

ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。

　
そ
の
頃
の
日
本
に
は
ま
だ
保
健

所
が
存
在
せ
ず
、
地
域
医
療
は
警

察
が
仕
切
っ
て
い
た
。
幸
一
は
開

業
医
の
傍
ら
京
都
府
警
察
医
を
兼

任
し
て
い
た
。

　
当
時
の
山
科
、
醍
醐
、
宇
治
、

伏
見
東
部
（
深
草
）
は
宇
治
郡
と

呼
ば
れ
、
こ
の
地
域
の
行
政
の
中

心
地
は
郡
役
所
の
あ
る
醍
醐
村

だ
っ
た
。
し
か
し
、
醍
醐
村
は
無

医
村
だ
っ
た
た
め
、
息
子
の
正
夫

を
村
医
に
と
懇
願
さ
れ
、
大
正
12

（
1
9
2
3
）
年
に
今
の
醍
醐
の

地
で
開
業
し
た
。昭
和
22
（
1
9

4
7
）年
ま
で
醍
醐
村
で
の
開
業

は
他
に
な
く
、
正
夫
は
村
医
、
警

察
医
、
学
校
医
、
そ
の
他
多
く
の

嘱
託
医
を
兼
ね
、
地
域
医
療
に
尽

力
し
た
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
の
醍
醐
村
の
人
口
は
約
3
5
0

0
人
。
当
時
の
往
診
範
囲
は
山
科

全
域
、
醍
醐
街
道
沿
い
の
石
田
、

日
野
、
小
栗
栖
、
宇
治
は
笠
取
ま

で
と
広
く
、
主
に
人
力
車
が
使
わ

れ
、
山
を
越
え
る
時
は
山
駕
籠
も

使
用
さ
れ
た
。

　
三
代
目
謙
一
も
、
醍
醐
地
域
の

複
数
施
設
の
医
療
責
任
者
を
兼
任

し
て
い
た
。
昭
和
30
年
代
は
自
宅

で
の
看
取
り
が
多
か
っ
た
。
日
本

人
の
約
90
％
以
上
は
自
宅
で
亡
く

な
っ
て
い
た
時
代
だ
。
看
取
り
の

対
応
に
加
え
、
カ
ル
テ
整
理
と
レ

セ
プ
ト
作
成
な
ど
の
保
険
請
求
業

務
は
手
作
業
の
た
め
、
煩
雑
を
極

め
、
徹
夜
仕
事
も
珍
し
く
な
か
っ

た
。

　
今
、
雅
史
医
師
が
井
上
医
院
を

継
ぐ
。
井
上
医
院
が
醍
醐
の
地
に

移
り
今
年
で
1
0
0
年
を
迎
え

た
。

（
敬
称
略
）

毒
な
ど
の
性
感
染
症
）
に
よ
く
効

く
と
評
判
だ
っ
た
。

　
洋
医
初
代
の
幸
一
が
こ
の
地
で

明
治
11
（
1
8
7
8
）
年
に
開
業

す
る
。
そ
の
後
明
治
44
（
1
9
1

1
）年
、東
大
路
が
拡
張
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
山
科
西
野
山
に
転

居
し
た
。
幸
一
は
西
野
山
で
最
期

ま
で
診
療
を
行
っ
た
。
こ
の
時
代

は
診
療
日
や
診
療
時
間
の
掲
示
は

な
い
。
患
者
の
来
院
が
あ
れ
ば
診

剤
」（
独
：K

am
pfer

英
：

cam
phor

）
は
ま
さ
に
樟

脳
製
剤
の
こ
と
で
、
昔
は
蘇
生

目
的
の
注
射
薬
（
手
塚
治
虫
著

『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』
で

見
た
こ
と
あ
り
）
で
あ
り
、
現

在
も
外
用
薬
と
し
て
保
険
収
載

さ
れ
て
い
る
。

ク
（R

ene
Laennec

1

7
8
1
〜
1
8
2
6
年
）で
、

胸・腹
部
接
触
面
を
大
き
く

広
げ
て
、
集
音
効
果
を
高
め

た
の
が
ト
ラ
ウ
ベ（Ludw

ig
Traube

1
8
1
8
〜
1
8

7
6
年
）
だ
そ
う
だ
。

　
今
年
は
学
校
検
診
の
聴
診

（
視
診
は
除
く
）
に
関
す
る

上
着
・
下
着
着
脱
問
題
に
直
面
し

た
。
着
と
脱
で
疾
患
検
出
の
感
度
と

特
異
度
を
調
べ
て
判
断
を
下
す
の
が

Ｅ
Ｂ
Ｍ
（E

vidence-B
ased

M
edicine

）
で
は
な
い
か
と
思

う
。
つ
い
で
な
が
ら
軟
弱
な
私
は
、

大
人
数
の
聴
診
を
続
け
る
と
耳
孔
が

結
構
痛
い
。
ト
ラ
ウ
ベ
型
聴
診
器

（
現
在
で
もA

m
azon

で
購
入

可
！
）
を
使
え
ば
、
耳
孔
の
負
担
は

少
な
い
が
、
多
分
首
を
痛
め
る
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
曾
祖
父
の
ト
ラ
ウ
ベ

型
聴
診
器
。
水
牛
の
角
で
作
ら
れ
て

い
る
。
聴
診
器
の
原
型
（
筒
型
）
を

発
明
し
た
の
は
ル
ネ
・
ラ
エ
ン
ネ
ッ

井 上 家 の 歴 史

　
京
都
に
は
歴
代
受
け
継
が
れ
て
き
た
医
療
機
関
が
多
く
あ
る
。

医
院
に
は
そ
の
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で
き
た
物
語
が
あ
っ
て

今
が
あ
る
。
医
院
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録
や
記
憶
を
通
し
て
、
当

時
の
京
都
の
町
の
暮
ら
し
や
様
子
、
医
療
状
況
を
知
る
と
と
も

に
、
医
院
の
歴
史
的
な
基
盤
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
か

を
紹
介
す
る
。
今
回
、
京
都
市
伏
見
区
の
医
療
法
人
井
上
医
院
と

藤
田
医
院
に
聞
い
た
。

医療法人

井上医院
井上 雅史医師

心
に
す
で
に
人
間
理
解
用
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
過
度
の
人
間
理
解
対
応
と

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
的
接
近
と
を

求
め
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
な
ら
ぬ

労
働
ロ
ボ
ッ
ト
は
変
調
を
来

し
、
玩
具
工
場
の
人
工
頭
脳
と

の
調
整
も
狂
い
だ
し
、空
調
装

置
か
ら
、ド
ー
ル
を
印
刷
し
た

紙
製
品
が
大
量
に
生
産
・
排
出

さ
れ
舞
台
は
紙
だ
ら
け
で
、

あ
っ
と
驚
く
観
客
た
ち
と
な

る
。
つ
い
に
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
も

交
流
を
拒
否
し
、
絶
望
の
内
に

ド
ー
ル
は
元
の
不
動
の
人
形
に

戻
り
、
箱
に
詰
め
ら
れ
、
沈
黙

の
内
に
舞
台
が
閉
じ
る
。

　
粗
筋
を
読
み
進
ん
で
も
、
観

劇
に
行
く
気
分
ま
で
は
湧
き
ま

す
ま
い
？　
こ
の
無
言
劇
の
上

演
は
か
な
り
以
前
か
ら
あ
り
、

一
度
鑑
賞
し
な
け
れ
ば
と
は
考

え
て
い
た
が
、
当
院
の
看
護
師

さ
ん
が
観
て
、
再
鑑
賞
割
引
券

を
持
ち
帰
っ
て
勧
め
て
く
れ
、

2
0
2
2
年
11
月
11
日
に
1
人

で
初
め
て
観
た
。
と
て
も
良

か
っ
た
の
で
、
8
日
程
し
て
妻

も
誘
っ
て（
写
真
）
2
回
目
を

見
た
。
翌
年
1
月
に
は
、
ま
た

1
人
で
行
っ
た
。

　
舞
台
は
、
結
局
『
ロ
ボ
ッ
ト

と
は
何
か
？
…
』
と
の
思
わ
し

く
も
考
え
深
い
テ
ー
マ
で
、
性

差
ま
で
強
調
さ
れ
れ
ば
、
ク
レ

イ
グ
・
ガ
レ
ス
ピ
ー
監
督
映
画

「
ラ
ー
ス
と
、
そ
の
彼
女
」
ビ

ア
ン
カ
の
よ
う
に
恋
人
や
夫
婦

に
ま
で
な
り
得
る
の
か
。
性
行

為
が
難
し
い
障
害
者
な
ど
の
た

め
に
性
行
為
ま
で
可
能
と
す
る

オ
リ
エ
ン
ト
工
業
社
製
の
精
巧

な
製
品
も
あ
る
。
人
と
の
精
神

的
・
心
理
的
な
交
流
を
重
視
・

想
定
す
る
な
ら
ば
『
…
人
の
心

を
映
す
鏡
』（
石
黒
浩
著
、
講

談
社
現
代
新
書
）
で
も
あ
る
。

ぜ
ひ
ご
観
劇
下
さ
い
。

2 0 2 3 年 (令和 5年) 8 月 2 5 日第 3 1 5 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行
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辻
　
俊
明
（
西
陣
）

芸
術
家
の
美
意
識
と
心
通
わ
す

芸
術
家
の
美
意
識
と
心
通
わ
す

大
山
崎
山
荘
美
術
館

▲
山
道
の
先
に
美
術
館
の
正
面
入
口
が

▲

美
術
館
2
階
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

テ
ラ
ス
か
ら
の
眺
め
　

ラ
ス
席
に
あ
る
喫
茶
室
か
ら
の

景
色
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
。

コ
ー
ヒ
ー
、
ビ
ー
ル
を
片
手
に

目
の
前
に
見
え
る
の
は
、
木
津

川
か
ら
対
岸
の
男
山
ま
で
の
緑

豊
か
な
眺
望
。
京
都
の
山
中
に

こ
ん
な
洒
落
た
カ
フ
ェ
が
あ
っ

た
と
は
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

オ
ル
ゴ
ー
ル
な
ど
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
類
で
飾
ら
れ
た
本
館

で
は
、
ド
イ
ツ
製
デ
ィ
ス
ク
オ

ル
ゴ
ー
ル
の
荘
厳
な
重
低
音
が

定
時
に
な
れ
ば
部
屋
中
に
響
き

渡
る
。

　
大
山
崎
山
荘
美
術
館
は
、
大

正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
、
実

業
家
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
英

国
風
「
大
山
崎
山
荘
」
を
創
建

当
時
の
姿
に
復
元
し
て
開
館
し

た
美
術
館
で
あ
る
が
故
に
、
建

物
自
体
が
芸
術
品
で
あ
り
、
そ

の
た
め
芸
術
品
の
中
で
芸
術
作

品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
な
る
。

美
を
愛
す
る
芸
術
家
の
思
い
は

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
、

天
王
山
の
中
腹
に
あ
る
洋
館
。

実
業
家
が
所
有
し
て
い
た
洋
館

を
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
が

改
修
し
、
1
9
9
6
年
に
美
術

館
が
開
館
し
た
。
正
式
に
は

「
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
大
山
崎
山

荘
美
術
館
」
と
言
う
。
涼
や
か

な
秋
風
の
吹
く
晴
れ
た
午
後
、

山
荘
美
術
館
を
訪
れ
る
こ
と
に
。

　
Ｊ
Ｒ
京
都
線
山
崎
駅
か
ら
山

に
向
か
っ
て
歩
く
こ
と
10
分
、

四
季
の
風
情
あ
ふ
れ
る
広
大
な

山
荘
庭
園
が
出
迎
え
て
く
れ

る
。春
に
は
桜
、初
夏
の
睡
蓮
、

紅
葉
の
秋
、
椿
が
静
か
に
花
開

く
冬
。
こ
こ
で
ア
ー
ト
な
気
分

は
一
気
に
高
ま
り
、
さ
ら
に
山

道
を
進
ん
で
英
国
風
美
術
館
の

入
口
扉
を
開
け
る
頃
に
は
期
待

感
は
マ
ッ
ク
ス
に
。

　
印
象
派
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の

代
表
作
「
睡
蓮
」
の
連
作
を
は

じ
め
と
し
た
西
洋
美
術
作
品
を

鑑
賞
後
、
本
館
2
階
、
屋
外
テ

い
。
だ
か
ら
こ
そ
芸
術
作
品
は

美
し
い
芸
術
品
の
中
で
展
示
さ

れ
、
美
術
館
自
体
も
豊
か
な
自

然
の
中
に
建
て
ら
れ
た
。
私
見

で
あ
る
が
、
自
動
車
の
排
気
ガ

ス
に
ま
み
れ
た
市
街
地
に
あ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
美
術
館

に
芸
術
作
品
が
並
べ
ら
れ
て
い

て
も
、
作
品
か
ら
本
来
の
美
を

感
じ
取
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
大
山
崎
山
荘
美
術
館
は
山
紫

水
明
の
地
に
あ
る
が
故
に
、
他

の
美
術
館
に
比
べ
て
よ
り
深
く

芸
術
家
の
美
意
識
と
心
を
通
わ

す
こ
と
が
で
き
る
。
お
寺
や
神

社
で
も
、
そ
れ
が
豊
か
な
自
然

の
中
に
あ
る
時
、
神
仏
と
心
を

通
わ
せ
る
こ
と
は
よ
り
容
易
と

な
る
。
自
然
美
の
中
で
聖
な
る

も
の
に
心
を
通
わ
す
。
美
術
鑑

賞
は
祈
り
で
あ
る
。
も
っ
と
言

え
ば
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
も
祈
り
で
あ

る
。
祈
る
こ
と
で
本
物
に
出
会

う
。
そ
れ
は
例
え
よ
う
も
な
く

神
聖
で
美
し
い
。

　
欧
州
の
美
術
館
で
も
建
物
や

立
地
に
、
美
を
愛
す
る
思
い
は

よ
く
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

規
模
も
質
も
日
本
の
美
術
館
と

全
く
異
な
る
の
で
比
較
に
な
ら

な
い
が
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

克
寿
医
師
「
医
師
で
あ
っ
た
兄
2

人
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
の
で
、

三
男
の
脩
吉
が
後
を
継
ぎ
ま
し
た
。

脩
哉
は
女
性
関
係
も
派
手
な
人
の
よ

克
寿
医
師
「
脩
吉
に
は
男
の
子
が

3
人
い
ま
し
た
が
、
誰
も
跡
を
継
が

な
か
っ
た
の
で
、
私
の
母
で
あ
る
長

女
の
厚
子
と
父
が
結
婚
し
て
藤
田
家

に
入
り
ま
し
た
。『
伏
見
医
師
会
3

大
養
子
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ン
が
終
わ
っ
て
す
ぐ

に
医
院
を
継
ぎ
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

し
た
が
、
病
気
で
弱
っ
て
い
た
脩
吉

に
代
わ
っ
て
当
時
の
伏
見
医
師
会
の

先
生
方
に
育
て
て
も
ら
っ
た
、
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
兵
隊
に
と
ら
れ

る
年
齢
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
阪
大
附
属

医
専
に
入
っ
て
生
き
延
び
る
こ
と
に

な
り
、そ
の
分
よ
く
働
く
人
で
し
た
」

　
「
私
は
電
話
が
嫌
い
な
ん
で
す
。

子
ど
も
の
頃
、
夜
中
に
患
者
さ
ん
か

ら
何
回
も
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

父
が
寝
る
間
も
な
く
往
診
に
行
っ
て

い
た
こ
と
を
見
て
い
た
か
ら
で
し
ょ

う
」

旧
藤
田
医
院
と
母
厚
子

藤田克寿医師

藤
田
呉
竹
と
手
記

ル
ク
の
風
光
明
媚

な
川
沿
い
に
あ
る

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

美
術
館
の
建
物
内

部
に
施
さ
れ
て
い

る
大
理
石
の
階

段
、
彫
刻
、
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
な
ど

は
、
展
示
作
品
を

鑑
賞
す
る
以
前
に

鑑
賞
者
を
圧
倒
し

て
し
ま
う
。
ま
さ

し
く
芸
術
品
の
中

に
芸
術
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

処士を志し伏見の地で処士を志し伏見の地で
龍馬…龍馬…、、種痘医種痘医、、元老元老
　伏見区周防町にある藤田医院。院長の藤田克

かつ

寿
とし

医
師に、長年続く医院について、先祖に関する記録を
もとに語っていただいた。 （敬称略）

　
天
明
4
（
1
7
8
4
）
年
徳
島
に

生
ま
れ
、
医
家
藤
田
義
景
の
養
嗣
子

と
な
り
医
術
を
学
ぶ
。
丹
岳
に
つ
い

て
、『
大
日
本
人
名
辞
書
』（
巻
三
）

で
は
「
人
と
な
り
簡
黙
沈
静
に
し
て

常
に
読
書
を
以
て
楽
み
と
な
し
、
家

の
貧
な
る
を
意
と
せ
ず
家
に
在
り
て

悠
閑
嘗
て
慍
色
な
し
、
人
に
接
し
て

寛
冲
事
を
処
す
る
に
崖
異
を
好
ま

ず
、
誠
に
君
子
の
風
あ
り
」
と
評
し

て
い
る
。
儒
者
修
行
と
医
者
修
行
で

二
度
、
京
坂
へ
出
か
け
た
後
、
大
坂

に
移
り
「
漢
蘭
折
衷
医
」
の
看
板
を

掲
げ
て
医
業
を
営
む
も
、
養
父
が
病

で
倒
れ
た
た
め
徳
島
に
戻
っ
た
。

　
文
政
10
（
1
8
2
7
）
年
頃
、
伏

見
奉
行
の
高
富
侯
（
美
濃
国
高
富
藩

主
本
庄
伊
勢
守
通
貫
）
が
医

師
で
あ
り
漢
詩
文
学
の
知
識

の
深
い
丹
岳
の
存
在
を
知
り

儒
官
に
招
請
す
る
。
し
か

し
、
丹
岳
に
宮
仕
え
す
る
意

思
は
な
く
、
客
分
待
遇
の
師

と
し
て
奉
行
所
で
典
籍
の
講

義
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
こ

　
父
、
丹
岳
に
似
て
和
漢
の
学
問
に

明
る
く
、
医
術
に
長
じ
て
い
た
と
い

わ
れ
る
。
幕
末
の
慶
応
2
（
1
8
6

　
現
在
の
藤
田
医
院
の
あ
る
周
防
町

で
開
業
。明
治
2（
1
8
6
9
）
年
、

京
都
府
で
も
天
然
痘
が
流
行
し
た
。

伏
見
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
伏ふ

し
水み

種

痘
所
が
設
け
ら
れ
た
。
京
都
府
は
明

治
7
（
1
8
7
4
）
年
5
月
、
全
国

に
先
駆
け
て
種
痘
法
規
則
を
布
告

し
、
種
痘
證
符
を
制
定
、
戸
籍
簿
に

そ
の
済
否
を
記
載
す
る
措
置
が
と
ら

れ
た
。
明
治
8
（
1
8
7
5
）
年
、

う
し
て
伏
見
に
移
り
住
む
こ
と
と

な
っ
た
。天
保
4（
1
8
3
3
）年
、

高
富
侯
は
伏
見
奉
行
か
ら
奏
者
番
に

栄
転
し
江
戸
に
下
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
丹
岳
は
こ
の
機
に
官
を
辞
し
、

6
）
年
の
寺
田
屋
騒
動
で
傷
つ
い
た

坂
本
龍
馬
の
応
急
処
置
と
治
療
を
施

し
た
の
が
升
齊
だ
っ
た
と
言
い
伝
え

が
あ
る
。
診
療
の
謝
礼
と
し
て
鍔
と

小
柄
が
贈
ら
れ
、
鍔
は
後
日
、
寺
田

屋
の
主
人
か
ら
、
た
っ
て
の
懇
請
が

あ
り
割
愛
し
た
と
い
う
。
こ
の
鍔
は

京
都
府
に
寄
付
さ
れ
京
都
文
化
博
物

そ
の
ま
ま
伏
見
の
人
と
な
っ
た
。

克
寿
医
師
「
丹
岳
は
頼ら

い
山さ

ん
陽よ

う
と
並

び
称
さ
れ
た
が
、
処
士
を
志
し
て
歴

史
に
名
を
残
さ
な
か
っ
た
人
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」

う
で
し
た
が
、
祖
父

は
地
味
な
人
だ
っ
た

と
母
親
か
ら
聞
い
て

い
ま
す
。
結
核
で
亡

く
な
り
ま
し
た
が
、

当
時
、
乳
児
の
私
は

そ
の
周
り
を
う
ろ
う

ろ
し
て
い
た
そ
う

で
、
父
が
と
て
も
心

配
し
た
そ
う
で
す
」

京
都
府
が
初
め
て
種
痘
施
術
免
許
を

42
人
に
授
与
し
た
内
の
一
人
が
震
齊

で
あ
る
。
ち
な
み
に
明
治
8
年
度
の

京
都
府
の
医
師
数
は
7
9
0
人
（
内

務
省
衛
生
年
報
『
医
師
員
数
表
』）。

克
寿
医
師
「
震
齊
は
実
は
升
齋
の

弟
（
宇
田
健
齋
）
が
養
子
に
入
っ
た

先
の
宇
田
家
の
実
子
で
し
た
が
、
宇

田
家
が
そ
の
ま
ま
健
齋
を
宇
田
家
の

跡
継
ぎ
と
し
た
の
で
、
升
齋
が
こ
の

実
子
を
も
ら
い
受
け
て
藤
田
震
齊
と

し
て
育
て
上
げ
た
そ
う
で
す
。
震
齊

は
周
防
町
藤
田
家
の
祖
で
す
が
、
種

痘
の
技
術
は
ど
こ
で
学
ん
だ
の
で

し
ょ
う
」

　
「
医
界
の
名
門
で
あ
り
、
ま
た
当

時
の
紀
伊
郡
医
師
会
の
元
老
的
存
在

で
あ
っ
た
（『
伏
見
医
史
』
伏
見
医

師
会
、
昭
和
54
年
3
月
31
日
）」。
当

時
の
伏
見
は
京
都
府
紀
伊
郡
伏
見
町

と
呼
ば
れ
、
伏
見
医
師
会
も
紀
伊
郡

医
師
会
と
言
っ
た
。『
垂
髫
記
』
に

は
、脩
哉
が
明
治
32（
1
8
9
9
）年

頃
、北
里
柴
三
郎
が
主
宰
す
る
伝
染

病
研
究
所
に
4
カ
月
程
研
究
に
行
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
天
然

痘
や
コ
レ
ラ
（
京
都
府
で
の
コ
レ
ラ

発
生
は
明
治
10
年
。
明
治
19
年
、
28

年
に
は
大
流
行
）、
ペ
ス
ト
な
ど
の

伝
染
病
が
流
行
っ
て
い
た
頃
で
、
明

藤田医院
藤田 克寿医師

館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

克
寿
医
師
「
升
齊
の
孫
の

藤
田
篤
（
呉
竹
）
が
祖
母
か

ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
呉
竹

手
記
『
垂す

い
ち
ょ
う髫記
』
に
こ
う
し

た
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
史
実
は
本
当
か
な
？　
と

思
っ
て
い
ま
す
…
」

治
32
年
に
は
伝
染
病
研
究
所
管
制
が

公
布
さ
れ
た
。

克
寿
医
師
「
明
治
天
皇
陵
が
造
ら

れ
た
時
に
紀
伊
郡
医
師
会
長
で
し

た
。
感
染
症
の
発
生
に
は
気
を
遣
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
戦
前
に
コ
ッ
ホ

が
京
都
に
来
た
時
に
は
歓
迎
の
懇
親

会
に
出
席
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

藤
田
医
院
と
し
て
は
、
こ
の
頃
が
一

番
羽
振
り
の
良
い
時
代
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
」

藤
田
医
院
の

は
じ
ま
り
、

儒
医
丹た

ん

岳が
く

1784～
1841年

坂
本
龍
馬
の

治
療
を
施
し
た
と

さ
れ
る
升

し
ょ
う
さ
い齊

1814～
1870年

種
痘
施
術
免
許

42
人
の
中
の
一
人

震し
ん

齊さ
い

1832～
1885年

紀
伊
郡
医
師
会

で
の
存
在
感

脩し
ゅ
う
さ
い哉

1862～
1941年

実
直
に
生
き
た

脩し
ゅ
う
き
ち吉

1891～
1952年

地
域
の
先
生
方

に
見
守
ら
れ
、

藤
田
医
院
を

継
い
だ
克か

つ

也や

1925～
2016年
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絵
に
出
会
い
、
私
の
花
は
日
本

画
で
描
く
の
が
合
う
と
密
か
に

思
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
病

棟
の
看
護
師
さ
ん
か
ら
「
先
生

の
同
級
生
の
水
田
さ
ん
の
日
本

画
の
個
展
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
」
と
聞
い
て
観
に
行
っ
た
。

小
中
高
と
同
級
生
だ
っ
た
幹

ち
ゃ
ん
は
、
30
年
余
り
会
わ
な

い
う
ち
に
、
日
本
画
で
花
ば
か

り
描
き
、
毎
年
日
展
に
出
品
す

る
よ
う
な
画
家
に
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
私
は
心
の
内
を
話

し
、
日
本
画
を
習
い
始
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
3
人
の
子
ど
も

の
育
児
は
ほ
ぼ
終
盤
に
あ
っ
た

が
、
両
親
の
介
護
は
始
ま
り
か

け
た
頃
で
、
十
分
な
時
間
は
取

れ
な
か
っ
た
が
、
月
1
回
と
決

め
、
基
礎
の
デ
ッ
サ
ン
か
ら
始

め
た
。
ま
と
も
に
絵
を
描
く
の

は
中
学
校
の
図

工
の
時
間
以
来

だ
っ
た
。
し
か

し
、
絵
を
描
く

時
間
は
い
つ
も

ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

　
最
近
で
は
花

屋
さ
ん
で
出

会
っ
て
心
魅
か

れ
た
花
も
描

く
。『
真
っ
赤

な
薔
薇
』
は
そ

ん
な
絵
の
一
枚

で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、
ゴ

ル
フ
大
好
き
な
先
生
方
、
蒸
し

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

　
少
し
で
も
涼
を
求
め
て
プ

レ
ー
で
き
る
の
が
ザ
・
サ
イ
プ

レ
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
す
。
京

都
市
内
よ
り
3
〜
4
度
は
低

く
、
そ
の
ゴ
ル
フ
場
は
丹
波
市

氷
上
町
に
あ
り
、
自
宅
か
ら
1

時
間
30
〜
40
分
の
と
こ
ろ
に
静

か
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
の
設
計
者
は
大
西
久

光
氏
で
、
自
然
と
調
和
を
十
二

分
に
生
か
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
ス

タ
イ
ル
で
、
原
則O

ne
W
ay

方
式
で
す
。Driving

Range

は
3
5
0
ヤ
ー
ド
以
上
あ
り
、

無
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
最
近
で
は
珍
し
く
18
ホ
ー
ル

原
則
歩
き
で
す
。
自
分
1
人
で

カ
ー
ト
を
引
い
て
プ
レ
ー
も
可

能
で
す
し
、
高
齢
者
に
は
コ
ー

ス
内
に
入
れ
る
2
人
乗
り
の

カ
ー
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
ウ
ト
9
ホ
ー
ル
を
プ

レ
ー
し
て
小
休
憩
し
て
も
よ

し
、
続
け
て
イ
ン
に
行
っ
て
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
コ
ー
ス
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む

コ
テ
ー
ジ
で
宿
泊
し
て
、
ジ
ャ

す
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
〝
旅
行

鞄
〞
と
い
う
列
車
名
。
窓
枠
を

カ
バ
ン
の
よ
う
に
見
立
て
て
旅

情
を
誘
う
絵
柄
や
言
葉
の
数
々

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
2
・
3
）。
リ
ノ
ベ
ー
ト

さ
れ
た
2
1
3
系
電
車
は
専
用

ホ
ー
ム
か
ら
出
発
の
鐘
に
見
送

ら
れ
ま
す
。
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ

な
が
ら
束
の
間
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア

ン
ト
リ
ッ
プ
に
揺
ら
れ
れ
ば
、

そ
こ
は
終
点
の
Ｕ
Ｎ
Ｏ
。
欧
風

に
リ
ノ
ベ
ー
ト
さ
れ
た
小
粋
な

舎
屋
の
宇
野
駅
で
す
（
写
真

4
）。

　
周
辺
の
散
歩
が
楽
し
い
。
廃

材
や
護
美
で
創
ら
れ
た
現
代

ア
ー
ト
の
「
チ
ヌ
」
と
「
小
チ

ヌ
」（
写
真
5
）
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
。
芸
術
家
の
発
想
が
青
空

と
瀬
戸
の
水
面
の
ブ
ル
ー
に
映

え
て
い
ま
す
。
子
チ
ヌ
の
中
は

な
ん
と
す
べ
り
台
。
魚
の
口
か

ら
お
尻
に
向
か
っ
て
ゴ
ミ
の
着

ぐ
る
み
の
中
を
滑
っ
て
ゆ
く
の

で
す
。

　
水
色
の
1
1
5
系
ラ
ッ
ピ
ン

グ
電
車SETOUCHITRAIN

（
写
真
6
）
で
岡
山
に
戻
り
、

町
に
繰
り
出
し
ま
す
。
市
内
は

路
面
電
車
が
現
役
で
活
躍
し
て

い
ま
す
（
写
真
7
）。
今
、
人

気
を
博
し
て
い
る
の
は
名
物
電

車
チ
ャ
ギ
ン
ト
ン（
写
真
8
）。

観
る
鉄
も
楽
し
い
。

　
岡
山
駅
で
は
現
役
で
活
躍
す

る
旧
・
国
鉄
時
代
の
懐
か
し
い

車
輛
に
出
会
え
ま
す
。
早
晩
、

引
退
、
勇
退
す
る
名
機
を
自
分

に
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
非
常
に

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
「
新
快
速
」
で
関
西
を

謳
歌
し
た
1
1
6
系
が
赤
穂
線

ホ
ー
ム
に
（
写
真
9
）。
気
動

車
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
キ
ハ
47
系

が
総
社
線
（
赤
色
車
両
）
と
津

山
線
（
ク
リ
ー
ム
色
車
両
）

に
。
伯
備
線
に
は
振
り
子
電
車

3
8
1
系
の
特
急
や
く
も
が

…
。
国
鉄
色
と
Ｊ
Ｒ
色
と
の
共

演
（
写
真
10
・
11
）
が
郷
愁
を

そ
そ
り
ま
す
。（
2
0
1
9
―

2
0
2
2
年
の
鉄
旅
か
ら
）

グ
ジ
ー
を
楽
し
み
、
夕
食
は
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
丹
波
地
鶏
、
丹
波
牛
（
神
戸

牛
）
の
網
焼
き
を
楽
し
ん
だ
り

も
で
き
ま
す
。
サ
イ
プ
レ
ス
の

赤
ワ
イ
ン
は
お
勧
め
で
す
。

　
夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
ス
タ
ー
ト

は
7
時
か
ら
で
、
途
中
よ
く
鹿

た
ち
に
遭
遇
し
ま
す
。
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

コ
ー
ス
内
に
は
Ｏ
Ｂ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
木
々
が
せ
り
出
し
て

お
り
、
ク
リ
ー
ク
が
所
々
を
流

れ
て
、
注
意
を
要
し
ま
す
。

　
サ
イ
プ
レ
ス
の
春
は
山
桜
や

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
彩
ら
れ
桜
の

後
は
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
、
そ
し
て
深
い
新
緑

の
季
節
が
到
来
し
、
ゴ

ル
フ
に
最
適
な
シ
ー
ズ

ン
に
な
り
ま
す
。
秋
は

丹
波
の
大
き
な
栗
が
13

番
ホ
ー
ル
で
取
れ
、
紅

葉
の
季
節
に
は
燃
え
上

が
る
よ
う
な
メ
タ
セ
コ

イ
ア
の
林
が
見
事
で
す
。

と
諏
訪
湖
を
眺
め
な
が
ら
向
か

い
ま
し
た
。「
遠
く
と
も
一
度

は
詣
れ
善
光
寺
」
と
言
わ
れ
る

だ
け
あ
り
、
参
道
は
想
像
以
上

に
混
み
合
っ
て
い
ま
し
た
。無

宗
派
の
お
寺
で
す
が
、
御
本
尊

の
阿
弥
陀
如
来
は
百
済
か
ら

渡
っ
て
き
た
日
本
最
古
の
仏
像

と
伝
え
ら
れ
、
昔
か
ら
地
元
だ

け
で
な
く
遠
方
の
人
た
ち
に
も

慕
わ
れ
て
き
た
お
寺
で
す
。

　
参
詣
者
の
も
う
一
つ
の
お
目

当
て
は
参
道
沿
い
に
並
ぶ
土
産

物
や
食
べ
物
屋
で
し
ょ
う
。
有

名
な
七
味
唐
辛
子
屋
が
あ
り
、

自
分
好
み
の
ブ
レ
ン
ド
七
味
を

作
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
私

も
お
願
い
し
ま
し
た
（
写
真

1
）。
信
州
大
学
と
共
同
で

作
っ
た
唐
辛
子
も
入
れ
彩
り
が

綺
麗
に
。

　
翌
朝
は
完
全
な
防

寒
対
策
を
し
て
出

発
。
目
指
す
は
中
央

ア
ル
プ
ス
木
曽
駒
ヶ

岳
。
途
中
で
小
型
バ

ス
に
乗
り
換
え
、

駒
ヶ
岳
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
で
、
眼
下
に

樹
氷
を
見
な
が
ら
標

高
2
6
1
2
ｍ
の
千

畳
敷
カ
ー
ル
に
到
着
（
写
真

2
）。
3
6
0
度
雪
に
覆
わ
れ

た
山
々
は
吹
雪
で
ほ
と
ん
ど
見

え
な
い
の
で
す
が
、
ス
ー
ッ
と

一
瞬
視
界
が
晴
れ
る
と
そ
の
勇

姿
を
現
し
、
そ
の
瞬
間
は
身
体

が
吸
い
込
ま
れ
る
ほ
ど
の
迫
力

で
し
た
。
雪
山
に
魅
せ
ら
れ
る

人
た
ち
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た

気
が
し
、
雪
山
は
怖
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
松
本
城
周
辺
に
は
多
く
の
湧

水
、
井
戸
が
あ
り
自
由
に
飲
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
散
策
し
て

い
る
と
「
か
え
る
横
丁
」
を
見

つ
け
ま
し
た
。
昔
こ
の
辺
り
に

多
く
棲
息
し
て
い
た
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
が
名
前
の
由
来
だ
と
か
。

そ
こ
で
見
つ
け
た
蛙
の
置
物
は

今
、
玄
関
で
無
事
に
帰
る
の
を

待
っ
て
い
ま
す
（
写
真
3
）。

コ
ー
ス
内
の
八
重
桜

コ
ー
ス
を
闊
歩
す
る
鹿
た
ち

新
緑
の
サ
イ
プ
レ
ス

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
紅
葉

四
季
折
々
の
景
色
が
魅
力

自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ル
フ
を
満
喫

岡
田
勝
彦
（
宇
治
久
世
）

　
キ
ハ
47
系
「
瀬
戸
内
マ
リ
ン

ビ
ュ
ー
」（
写
真
1
、
2
0
1

9
年
12
月
に
引
退
）
を
観
に

行
っ
て
か
ら
、
昭
和
の
四
国
へ

の
出
発
点
、
宇
高
連
絡
船
の
宇

野
ま
で
、
岡
山
か
ら
観
光
列
車

LaM
alledeBois

（
ラ
・
マ

ル
・
ド
・
ボ
ア
）
で
向
か
い
ま

　
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃

は
、
夏
休
み
に
は
毎
年
海
水
浴

に
（
時
に
は
冬
休
み
に
も
南
半

球
の
時
差
の
短
い
所
へ
）
連
れ

て
行
き
ま
し
た
。
お
陰
で
私
の

背
中
は
シ
ミ
だ
ら
け

（
後
に
な
っ
て
出
て

き
ま
す
）。
歳
と
と

も
に
海
水
浴
は
避

け
、
行
く
な
ら
山
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
元
日
は
初

詣
に
初
め
て
善
光
寺

へ
行
き
ま
し
た
。
大

晦
日
か
ら
松
本
城
近

く
の
古
い
な
が
ら
も

ち
ょ
っ
と
モ
ダ
ン
で
、
オ
ー

ナ
ー
が
女
性
の
パ
テ
ィ
シ
エ
の

お
料
理
も
美
味
し
い
ホ
テ
ル
に

宿
泊
。
元
旦
は
早
朝
か
ら
バ
ス

に
揺
ら
れ
、
澄
み
切
っ
た
青
空

今
年
一
番
の
思
い
出

今
年
一
番
の
思
い
出

中
村
佳
子
（
中
京
西
部
）

リノベ―トした国鉄車両を巡る、リノベ―トした国鉄車両を巡る、
こだわりの鉄旅こだわりの鉄旅

私の旅行記私の旅行記

村上 匡孝（綴喜）

家森 百合子（中京西部）

真っ赤な薔薇真っ赤な薔薇

　
私
が
日
本
画
を
習
い
始
め
た

の
は
50
歳
前
な
の
で
、
30
年
余

り
に
な
る
。
元
々
花
が
好
き

で
、
い
つ
か
自
分
で
育
て
た
花

の
絵
を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
た
ま
た
ま
、
山
口
華
楊
の

写真 1

写真 2
写真 3

写真 4

写真 5

写真 6

写真 7

写真 8

写真 9

写真10

写真11

写真 1

写真 2

写真 3

日
本
画　
12
号
M
変
形
（
60
㎝
×
38
㎝
）
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